
米子工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 機械材料学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0060 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 宮川大海、吉葉正行「金属材料通論－鉄鋼・非鉄・新材料」朝倉書店
担当教員 山口 顕司,河添 久美
到達目標
１．機械構造用として多用されている構造用鋼の特徴、熱処理条件、用途等を整理し、まとめることができる。
２．工具鋼の中でも炭素工具鋼、合金工具鋼、高速度工具鋼等の特徴を理解し、説明できる。
３．鋳鉄の特徴を理解し、説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

機械構造用として多用されている
構造用鋼の特徴，熱処理条件，用
途等を整理し，まとめることがで
き，正しい語句を使用して詳細に
説明できる．

機械構造用として多用されている
構造用鋼の特徴，熱処理条件，用
途等を整理し，まとめることがで
き,説明できる．

機械構造用として多用されている
構造用鋼の特徴，熱処理条件，用
途等を整理し，まとめることがで
きない．あるいは説明できない

評価項目2
工具鋼の中でも炭素工具鋼，合金
工具鋼，高速度工具鋼等の特徴を
理解し，正しい語句を使用して詳
細に説明できる．

工具鋼の中でも炭素工具鋼，合金
工具鋼，高速度工具鋼等の特徴を
理解し,説明できる．

工具鋼の中でも炭素工具鋼，合金
工具鋼，高速度工具鋼等の特徴を
理解していない．あるいは説明で
きない．

評価項目3 鋳鉄の特徴を理解し，正しい語句
を使用して詳細に説明できる． 鋳鉄の特徴を理解し,説明できる． 鋳鉄の特徴を理解していない．あ

るいは説明できない．
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-4
JABEE d1
教育方法等

概要
ここでは３年生で学習した金属材料の基礎をもとに、用途別の各論の基礎的事項を重点的に学習する。すなわち、非鉄
材料を含めた各種金属・合金材料について強度特性を主体とするその性質と用途を、加工・設計との関連の観点からも
理解する。

授業の進め方・方法 板書によるノート講義が中心となる。教科書で取り扱っていない、あるいは取り扱いが不十分な箇所を補足する自作プ
リントを配布し補助教材とする。適宜、演習課題を科す。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業のガイダンス、鋼の表面硬化処理と４点回転曲げ
疲労試験の原理について

４点回転曲げ疲労試験の原理について理解することが
できる。

2週 表面硬化処理による疲労への効果と金属材料の用途別
分類、構造用鋼について

表面硬化処理による疲労への効果と金属材料の用途別
分類、構造用鋼について理解することができる。

3週 表面硬化処理ー浸炭の原理について 浸炭の原理について理解することができる。

4週 表面硬化処理ー窒化および高周波焼入の原理について 窒化および高周波焼入の原理について理解することが
できる。

5週 構造用鋼の溶接性および低温脆性について 構造用鋼の溶接性および低温脆性について理解するこ
とができる。

6週 構造用鋼の低温脆性への対策、機械構造用炭素鋼 構造用鋼の低温脆性への対策、機械構造用炭素鋼につ
いて理解することができる。

7週 機械構造用炭素鋼の機械的性質と機械構造用合金鋼に
ついて

機械構造用炭素鋼の機械的性質と機械構造用合金鋼に
ついて理解することができる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 鋳鉄－チルテストと鋳鉄の種類および複平衡状態図 鋳鉄のチルテストと鋳鉄の種類および複平衡状態図に
ついて理解することができる。

10週 鋳鉄の炭素飽和度Sc 鋳鉄の炭素飽和度Scについて理解し、計算に用いるこ
とができる。

11週 鋳鉄の機械的性質および諸特性について 鋳鉄の機械的性質および諸特性について理解すること
ができる。

12週 各種鋳鉄について 各種鋳鉄の機械的性質および諸特性について理解する
ことができる。

13週 工具鋼(炭素工具鋼，合金工具鋼) 炭素工具鋼，切削・耐衝撃用合金工具鋼のJIS規格，成
分，用途および熱処理条件の概要が説明できる。

14週 工具鋼(高速度工具鋼) 高速度工具鋼のJIS規格，成分，用途および熱処理条件
の概要が説明できる。

15週 軸受材料-転がり軸受け用材料 軸受材料-転がり軸受け用材料のJIS規格，成分，用途
および熱処理条件の概要が説明できる。

16週 後期期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 機械系分野 材料 機械材料に求められる性質を説明できる。 1

後3,後9,後
13,後14,後
15



金属材料、非金属材料、複合材料、機能性材料の性質と用途を説
明できる。 1

脆性および靱性の意味を理解し、衝撃試験による粘り強さの試験
方法を説明できる。 1 後5,後7,後

12
疲労の意味を理解し、疲労試験とS-N曲線を説明できる。 1 後1,後2
金属と合金の状態変化および凝固過程を説明できる。 1
合金の状態図の見方を説明できる。 1 後10
鉄鋼の製法を説明できる。 1
炭素鋼の性質を理解し、分類することができる。 1 後15
Fe-C系平衡状態図の見方を説明できる。 1 後3,後9

焼きなましの目的と操作を説明できる。 1
後2,後3,後
4,後13,後
14

焼きならしの目的と操作を説明できる。 1 後2,後3,後
4

焼入れの目的と操作を説明できる。 1
後2,後3,後
4,後13,後
14,後15

焼戻しの目的と操作を説明できる。 1
後2,後3,後
4,後13,後
14,後15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


